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は が

大阪府東部に位置する八尾市は、河内平野のほぼ中央部にあり、東に大阪府 と奈良

県の境を画する生駒山地、南に羽曳野丘陵、西に上町台地の景観をみる地域であり、

古 くから生活が営まれた地域であります。このため、この河内平野には数多 くの遺跡

が存在 し、私たちの祖先が残した貴重な文化財が数多 く埋蔵されています。これらの

かけがえのない文化財を開発による消滅から守 り、後世に永 く伝承させることが現在

に生きる我々の大きな責務と認識しております。

そこで私共では、こうした消滅の危機にさらされている埋蔵文化財を、一つでも多

く後世に伝えるため、事業者のご理解とご協力をいただきつつ、事前に発掘調査を行

い、その記録保存に努めている次第であります。

このたび、平成18。 19年度に実施 しました公共下水道事業に伴う発掘調査の整理が

完了し、報告書として刊行することになりました。

本報告では、弥生時代後期の鉄剣が出土 して話題を呼んだ大竹西遺跡、弥生時代前

～中期の環濠集落が見つかっている山賀遺跡などを調査 し、その周辺の様相を窺い知

ることができました。

本書が地域史解明はもとより、埋蔵文化財の保護及び啓発・普及の一助となれば幸

いです。

最後になりましたが、一連の発掘調査に対 して、ご協力いただきました関係諸機関

の皆様方に心より御礼申し上げるとともに、今後、尚一層のご理解とご協力を賜 りま

すよう心からお願い申し上げます。

平成20年 3月

財団法人 八尾市文化財調査研究会

理事長 岩 崎 健 二

きし



1.本書は財団法人八尾市文化財調査研究会が平成18・ 19年度に実施した公共下水道工事に伴う

発掘調査の成果報告を収録したもので、内業整理及び本書作成の業務は各現地調査終了後に

着手し、平成20年 3月 をもって終了した。

1.本書に収録 した報告は、下記の目次のとおりである。

1.本書に収録 した各調査報告の文責は、 I・ Ⅱ成海佳子、Ⅲ・V荒川和哉、Ⅳ西村公助、荒川

で、全体の構成・編集は西村が行った。

1.本書に掲載 した地図は、八尾市教育委員会発行の16000分の 1の八尾市埋蔵文化財分布図―

平成19年度版―、人尾市発行の2,500分の 1地形図(平成 8年 7月 編纂)を使用した。

1.本書で用いた標高はすべてT.P。 (東京湾平均海面)+値 (m)である。

1.本書で用いた方位は磁北及び座標北(国土座標第Ⅵ系)を示す。

1.遺物実測図は、断面の表示によって下記のように分類 した。

弥生土器・土師器―白、須恵器一黒、

1.土色・土器の色調は、小山正忠・竹原秀雄編1989『新版標準土色帖 9版』農林水産省農林水

産技術会議事務局監修を用いた。

1.各調査に際しては、写真・カラースライド・実測図を、後世への記録として多数作成した。

各方面での幅広い活用を希望する。
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I 大竹西遺跡第 5次調査 (O T N2007-5)



夕J

1.本書は、大阪府八尾市上尾町七丁目地内で実施 した公共下水道工事(平成18年度恩智川東JF

水区第38工区)に伴う発掘調査報告書である。

1,本書で報告する大竹西遺跡第 5次調査 (O T N2007-5)の 発掘調査業務は、八尾市教育委

員会の埋蔵文化財調査指示書に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究会が入尾市から委託

を受けて実施したものである。

1。 現地調査は、平成19年 6月 12日 から8月 7日 (実働 5日 )にかけて、成海佳子を調査担当者

として実施した。調査面積は約44どである。

1.現地調査においては、市森千恵子・中村百合・中浜輝志・鷹羽侑太の参加を得た。

1.整理業務は、現地調査終了後、随時実施し、平成19年 8月 27日 に完了した。

1.本書作成に関わる業務は、主に成海が行ったが、写真図版は鷹羽が作成した。
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I 大竹西遺跡第 5次調査 (O T N2007-5)

大竹西遺跡第 5次調査 (O T N2007-5)

1.は じめに

大竹西遺跡は、人尾市北東部の上尾町七・八丁目、西高安町三・四丁目、大竹二・五丁目、楽

音寺二丁目に所在 し、生駒山地西麓に形成された扇状地の先端部に位置する。周辺には、北に楽

音寺遺跡・北東に花岡山遺跡・東に大竹遺跡・南に太田川遺跡が接し、西側には池島・福万寺遺

跡がある。また、東側の生駒山地西麓にかけては、楽音寺跡や古代寺院跡である心合寺跡や古墳

時代中期の中河内地域最大の前方後円墳である心合寺山古墳をはじめとして西の山古墳 。花岡山

古墳 。向山古墳などが位置しており、さらに山側には、古墳時代後期の群集墳である高安古墳群

が位置する。

当遺跡は、平成元 (1989)年 、大阪市環境事業局八尾工場建替えに先立つ試掘調査の際、縄文時

代～古墳時代に至る遺物包含層が確認されたことで周知された。この試掘調査の結果から、平成

2(1990)年 度に、当研究会が工場 。煙突部分を対象として、第 1次調査を行なった (原 田他

2007)。 続 く平成 3(1991)年度には、第 1次調査地の北隣で、衛生処理場更新工事に伴う第 2次

調査を行なった (高萩1992)。 次いで平成 8(1996)年 度には、第 1次調査地の東100m地点で、市

立屋内プール建設に伴う第3次調査を行なった(西村他1997)。 さらに平成11(1999)年 度には、第

3次調査地の北300m地点で、公共下水道工事に伴う第4次調査を行なっている(樋 口2001)。

これらの調査の結果、当地では、弥生時代前期～古墳時代中期にかけての居住域・墓域・生産

域の変遷が明らかにされた。なかでも、弥生時代後期から奈良時代にかけては、安定した住環境

か連続していたことが指摘されている。また、第 1次調査で出土した古墳時代前期の馬璃製鏃形

石製品や、第 3次調査で出土した弥生時代後期の鋳造鉄剣は、当該時期の生活を知る上で重要な

意味を持つものと考えられる。また、第 4次調査で出上した縄文時代の貝化石は、当該時期の自

然環境を知る上で重要な資料と言える(図 1・ 表 1参照)。

表 1 周辺の調査地一覧

調査名 調査期間 調査面積 調査原因 検出遺構・出土遺物 文献

第 1次調査
OTN1900-1

19900601

19910731

90001N
大阪市環境
事業局八尾
工場建替

弥生前期―墓域、弥生中期―水田・河川 。堰、弥生後
期―井戸・土坑・小穴、古墳前期―居住域/鶏璃製鏃
形石製品、奈良～平安―土坑・小穴、鎌倉～近世一生

産域

原田他
2007

第 2次調査
OTN1991-2

19911202

19920131
671至ド

人尾市立衛
生処理場更

新

弥生中期前半―水田、弥生中期末一水田、古墳―土坑、
鎌倉一溝、室町―水田

萩

９２

一局
１９

第 3次調査
OTN1996-3

19960819

19960331

2000王ざ
八尾市立屋
内プール建

設

弥生前期 (3.3～ 86m)一 河川、弥生後期初頭―土坑・

小穴・溝・河川・鉄剣、弥生後期前半一溝、古墳中期
―土坑・小穴・溝、平安末～鎌倉―水田

西村他
1997

第 4次調査
OTN1999-4

19991104

19991221
91ポ

公共下水道
工事

縄文前期―貝化石、縄文後期～晩期一水成層、弥生前
～中期一河川、弥生後期―遺構、時期不明―遺構

口
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第 5次調査
OTN2007-5

20070612

20070907
4431N

公共下水道
工事

今回報告
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2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の調査は、人尾市上尾町七丁目地内で行われた公共下水道工事 (18-38工 区)に伴うもので、

当研究会が大竹西遺跡内で実施した第 5次調査 (O T N2007-5)で ある。調査区の位置は、第 1

次調査地・第 3次調査地の南に面する道路部分で、第 3次調査地から南西約50m地点に位置する。

調査区は銅矢板で囲まれた約7.2m四方の発進立坑で、南半分は道路下にあたるため、覆工板で

覆われている。

工事による掘削深度は現地表下 7m(T,P,+0.2)前後までで、工程は現地表下 lmと 4m前後

に土留めのH銅が 2段設置され、その間に配管工事が行なわれるというものである。

調査は、 1段 目のH銅設置後 (現地表下 2m前後まで掘削終了)か ら開始した。調査は工程優先

で工事に併行 して行なったため、2段 目のH銅設置・配管工事が終了する段階の現地表下3.6m

(T.P.+3.5m)前 後を境に、調査期間は2期に分かれた。前半は平成19年 6月 12・ 13。 18日 の 3

日間、後半は8月 6・ 7日 の2日 間である。掘削については、機械 。人力併用とし、遺構・遺物

の検出に努め、平面図・断面図作成、写真撮影等の記録保存を適宜行なった。地層観察用のセク

ションは、当初北側に残 したが崩落したため、掘削最終深度まで連続して南側に残した。

2)層序

現地表の標高は、T.P.+7.2m前後である。現地表下2.2～ 2.5mま では、旧耕土と盛上の混ざっ

た地層が及んでいた。それ以下、現地表下 7mま でで 1～ 24層 の地層を確認した。

1～ 3層 は礫混粘土質シル トを主体とするもので、 3層 には攪拌が見られる。中～近世の作土

の可能性がある。4～ 10層 は河川埋上で、 3つ に大別できる。 4・ 5層 は細粒砂～中粒砂、6～

9は粘土質シルトと極細粒砂・粗粒砂の互層、10層 は粗粒砂～礫からなる。11～ 13層 は湿地性の

堆積上で、粘性の強い粘土質シル トである。11層 はいわゆる「黒色帯」、12・ 13層 には極細粒砂・

礫が混入する。14・ 15層 は流水堆積土で、粘土質シルトを主体とし、15層 には植物遺体のラミナ

が見られる。16。 17層 は極細粒砂混粘土質シル トで、植物遺体を多く含む沼沢地状の堆積土であ

る。18～ 22層 は流水堆積上で、粘土質シル ト・砂質シルト・極細粒砂などの薄い互層からなる。

18層上面は土壌化する。23・ 24層 は粘性の極めて強い粘土質シルトで、植物遺体を極めて多量に

含む湿地性の堆積上である。

3)検出遺構と出土遺物

24枚の地層のうち、川底である11・ 16・ 23層上面ほか、黒色帯直下の12。 18層上面で遺構検出

を試みたが、遺構は検出できなかった。遺物は、11層上面精査中、弥生時代中期頃と思われる土

器片が 1点のみ出上した。

1～ 3層 は中～近世の作土で、西側の第 1次調査地では、鎌倉～室町時代の洪水砂に覆われた

水田が、東側の第 3次調査地では平安～鎌倉時代の水田が検出されていることから、この時期に

対応するものと考えられる。 4～ 10層からなる河川は、弥生土器片が出上したことや、第 1次調

査地 。第 3次調査地でも弥生時代中～後期の河川が数条検出されていることから、この時期のも

のと考えることができる。

■層については、第 3次調査地で確認された最下の黒色土層が放射線炭素同位体の測定値から

縄文晩期の堆積層「第 1黒色帯」と確定されており、この層がll層 とほぼ同レベルに堆積 している

L
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I 大竹西遺跡第 5次調査 (O T N2007-5)

―

―

ｌ

ｉ

ｔ

‐―

―

，

Ｉ

Ｉ

ド

舶
　
　
　
　
　
　
”ウ中　
　
　
　
　
お

節と屯
1掛  口■

静屋轟巳顔望弩

一
〓

一
一
一

ｆ
ｉ

４

…

一

　

　

　

，
‐‐

れ

中
　

　

　

　

，
ち

い

こ
添

阪

市
森

―十 1

押
業
一局

摩
尾

五
場

Pl=TP+7483m

干蔭学ゝ
作
業
所

:岱  _    f
O  (1:2500) 50m

―

八尾市立
屋内プール

(第 3次調査地)

P2(国交省管理道路鋲)

=TP+7289m

1 上尾
Ti七

丁置

A

図 1 調査地周辺図

大阪市環境事業局八尾工場 (第 1次調査地)

覆工板引 KBMl-3=TP+7154m

P3(T-3)=TP+7235m

-3-

TP+7217m



ことから、同一のものと断定できる。11層が「第 1黒色帯」であれば、17層 は「第2黒色帯」に、24

層は「第3黒色帯」に対応する。18層 は上面が上壌化していることから、ここに縄文時代晩期の生

活面がある可能性も否定できない。

3.ま とめ

今回の調査区は小面積ではあったが、下水道工事の立坑掘削に伴うものであったため、図らず

も深層部の地層確認ができ、大きな成果が得られたといえる。

既往調査からも明らかにされているように、当地の自然環境が弥生時代後期を境として、大き

く異なっていることが証明された。弥生時代後期以降奈良時代までは比較的安定した環境の下で

活発な生活が展開しており、平安時代 (後半か?)以降近年までは、農地として利用され続けてき

たようである。一方、弥生時代後期以前は、多くの河川が流れ、流水・滞水を幾度も繰り返し、

その間隙をぬって居住域・生産域・墓域が形成されるという集落の変遷が見られる。11層「第 1

黒色帯」は縄文時代晩期の堆積層で、第 1次調査地でもほぼ同レベルに黒色上が堆積しているこ

とから、「黒色帯」が広範囲にわたって堆積していることが確認できた。以下の第 2・ 第3黒色帯

は縄文時代後～晩期の堆積層と考えられ、当時が湿潤な自然環境であったことが窺える。

参考文献

・原田昌則・荒川和哉他 2007『大竹西遺跡 (第 1次調査)』 財団法人八尾市文化財調査研究会報告94(財 )八

尾市文化財調査研究会

・高萩千秋 1992「 X 大竹西遺跡第 2次調査 (OTN91-2)」 F八尾市埋蔵文化財発掘調査報告341(財 )人尾

市文化財調査研究会報告34(財)八尾市文化財調査研究会

・西村公助・樋口 薫 2008F大竹西遺跡』 第 3次調査 ―八尾市立屋内プール建設に伴う発掘調査報告―

財団法人八尾市文化財調査研究会報告106(財 )八尾市文化財調査研究会

・樋口 薫 2001「Ⅳ 大竹西遺跡第4次調査」『財団法人人尾市文化財調査研究会報告67』 (財 )八尾市文化財

調査研究会
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I 大竹西遺跡第 5次調査 (O T N2007-5)

20m

I

I

1 暗灰褐色礫混粘土質シル ト
2 褐色礫混粘土質シル ト
3 黄～灰褐色極細粒砂に1の ブロック
4 灰黄色細粒砂
5 灰色細～中粒砂
6 黄褐色砂質シル ト
7 暗灰色粘土質シル ト・灰色極細粒砂の互層
8 灰色粘土質シル ト・白灰色粗粒砂の互層
9 暗灰色粘土質シル ト・青灰色極細粒砂の互層
10 白灰色粗粒砂～礫
11 黒灰色粘土質シル トー第 1黒色帯
12 青灰色礫 (極少量)混粘土質シル ト

I

mi

13 灰色極細粒砂 (少量)混粘土質シル ト
14 灰色粘土質シル ト・白灰色極細粒砂の互層
15 褐色粘土質シル ト・灰色粘土質シル ト・植物遺体の互層
16 褐色極細粒砂混粘土質シル ト(植物遺体含む)

17 黒褐色極細粒砂混粘土質シル ト(植物遺体含む)一第 2黒色帯
18 白灰色粘土質シル ト～砂質シル ト～極細粒砂の互層―上面土壌化
19 灰色粘土質シル ト
20 黒灰色粘土質シル ト
21 灰色粘土質シル ト混極細粒砂
22 灰色極細粒砂混粘土質シル ト
23 灰黒色粘土質シル ト(植物遺体含む)

24 黒灰粘土質シル ト(植物遺体極多量に含む)一第 3黒色帯

図 3 断面図
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調査地全景 (南東から) 調査前の状況 (東から)

北壁崩落状況 (南東から) 調査区南部掘削状況―刊～ 7層 (北東から)

南壁実測 (北から) 南壁 刊～ 7層―水糸の高さT,P+45m

調査区南部掘削状況-7～ 10層 (北東から) 西部 刊～10層 ―水糸の高さT,P+45m
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I 大竹西遺跡第 5次調査 (O T N2007-5)

11層上面の状況 (北西か ら) 11層掘削・12層上面精査 (北東から)

南壁11～ 15層 ―水糸の高さTP+30m 南壁15～ 18層精査の状況 (北西から)

南壁16～ 19層 ―TP+20m以 下

井 竜註.輩■気後
|～ 豪́=  ´ ‐

 :‐  ェ
 義驚

最終掘削・精査 (北西から)

南壁16～ 24層 一水糸の高さTP+17m

／

／建学
　
一／／／

ゝ

南壁実測 (南西から)
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Ⅱ 木の本遺跡第 14次調査 (S K2006-14)



T'J

1.本書は、大阪府八尾市木の本一丁目、南木の本七丁目地内で実施した公共下水道工事 (平成

18年度飛行場北排水区第30工区)に伴う発掘調査報告書である。

1.本書で報告する木の本遺跡第14次調査 (S K2006-14)の発掘調査業務は、八尾市教育委員

会の埋蔵文化財調査指示書に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究会が入尾市から委託を

受けて実施したものである。

1.現地調査は、平成19年 1月 25日 から1月 31日 (実働 2日 )にかけて、成海佳子を調査担当者

として実施した。調査面積は約23だである。

1.現地調査においては、青山 洋・飯塚直世 。鷹羽侑太の参加を得た。

1.本書作成に関わる業務は、成海が行った。

本 文 久

1.は じめに……………………………………………………………………………………………… 9
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Ⅱ 木の本遺跡第14次調査 (S K2006-14)

1.Iよ じめに

木の本遺跡は、八尾市の南西部に位置し、八尾空港とその西側一帯の東西約2.Okm、 南北約1.3

kmの 範囲に広がる弥生時代前期以降の複合遺跡である。現在の行政区画では、八尾市木の本一～

三丁目、南木の本二～九丁目、空港一丁目がその範囲に含まれる。地理的には、河内平野の南西

部にあたり、旧大和川水系の平野川左岸の沖積地上に位置する。同様の条件で、当遺跡の東狽1に

は志紀遺跡 。田井中遺跡・老原遺跡が、北～西には太子堂遺跡・亀井遺跡・竹測遺跡が連なって

位置している。一方、南～西に隣接する人尾南遺跡・太田遺跡は、羽曳野台地の先端に位置して

おり、地理的な条件は異なっているといえる。

当遺跡発見の契機となったのは、昭和56(1981)年に実施 した人尾市南木の本 4丁 目での試掘調

査で、弥生時代中期 。古墳時代中期の遺構が検出されている(原 田他1983)。 その後、昭和57(1982)

年度からは、おもに入尾空港内での大規模な調査が行われ、平安時代に遡る条里水田 (原 田他

“
∵ 夢

図 1 調査地周辺図

翼
禅
翻

」
，

1

キ

①モ]|…lV
ol  l

甫 ,:

調査名 調査期間 調査面積 調査原因 検出遺構・出土遺物 文献

1991-468
19920113

19920303
6.251ド 工場建設 古墳後期―土坑・溝・水田・須恵器・埴輪

漕
９９

第6次調査
SK1994-06

19940303

19940711
71∬

地下ケーブ
ル埋設

近世以前一河川 1・ 溝 1
村

９６
西
１９
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1984)が検出されている。さらに空港の北側を区画する昭和沢の川 (八尾空港北濠)や遺跡北部の

平野川改修工事などに伴う発掘調査 も実施されており、東部～中央部では弥生時代前期、北部・

西部では古墳時代中期の遺構が検出されている (藤沢他

1999 岩瀬他1999 藤田2001)。

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の調査は、人尾市木の本一丁目。南木の本七丁目

地内で行なわれた公共下水道工事 (18-30工 区)イこ伴うも

ので、当調査研究会が木の本遺跡で実施した第14次調査

(S K2006-14)で ある。調査区は、昭和56年度調査地か

ら南へ500mの地点、昭和沢の川 (空港北濠)北岸の道路

部分で、西南西200mに 市教委91-468調査地があり、東

約40mに は第6次調査地 (以下 6次と呼ぶ)-2区が、西

20mに は6次 -3区が位置する(図 1・ 表 1参照)。

調査区は銅矢板で囲まれた東西6.15m・ 南北3.75mの発進立坑で、掘削深度は現地表下4.7

(T.P.+6.1)m前 後までで、工程は現地表下 lm・ 3.75mに土留めのためのH銅が 2段設置され

るものである。調査で使用した標高は、調査区南の3級基準点 (T,P.+11.372m)を 使用した。

調査は、現地表下 2m前後以下、 1段 目のH銅設置後から行なった。掘削に際しては、現地表

下2～ 5m前後まで、遺構・遺物の有無を確認しながら、機械・人力を併用しておこなった。地

層観察用の畦は調査区西端に残 した。調査の結果、遺構・遺物は検出されなかった。

2)層序

現地表の標高は、T.P.+10。 9m前後である。前述のとおり、現地表下約 2m以上については観

察していない。それ以下現地表下約 5mま でで 1～ 17層の17枚の地層を確認した。

l層暗オリーブ灰色粗粒砂混粘土質シル ト・2層青灰色粗壮砂～礫は、ともに含水層である。

3～ 5層 はオリーブ灰色～オリーブ黒色の粘土質シルト主体の地層で、砂質シル ト・植物遺体・

礫などを含む互層である。 6層は暗緑灰色礫少量混砂質シル トで、比較的しまりのよい地層で、

上面に踏み込みがある。 7層 は灰白色～緑灰色の粗粒砂～礫である。 8～ 10層 は暗緑色～灰色系

の粘土質シルトで、 9層は植物遺答を含む。11層 は緑灰色極細粒砂である。12～ 16層 は、灰色系

の粘土質シルト・極細粒砂などからなる互層である。最下で確認した17層 は極細粒砂で、ここか

らの湧水は多かった。このうち、 2層粗粒砂～礫は、東隣の6次 -2区で検出した河川N R101

に対応するものと考えられる。また、 7層粗粒砂～礫および8層粘土質シルトは、西隣の6次 ―

3区の7層細粒砂・ 8層粘土にそれぞれ対応するものと考えられる。既往調査の結果を踏まえれ

ば、 2層 は近世の河川に、 7層は近世以前 (平安末～中世)の洪水砂および1可川堆積層にあたり、

8層 は平安時代以降の水田耕作上の可能性がある。

3.ま とめ

今回の調査では、第 6次調査で確認された地層に対応する地層を確認した。当調査地では、8・

3語罠壱きヨ喜ギミNc9844003004

(TP+11,372m)

緑地

0 (1:250)5m

ー
図2 調査区位置図
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Ⅱ 木の本遺跡第14次調査 (S K2006-14)

G L ET P,■ 10 95rn

鋼矢板

1 暗オリーブ灰色Q5GY7/1)粗 粒砂混粘土質シルト
2 青灰色15BG6/1)粗粒砂～礫
3 オリーブ灰色lnY6/1)粘土賢シルトと

植物遺体の互層
4 暗オリーブ灰色lXY4/11粘土質シルトと

植物遺体・礫の互層
5 オリーブ黒色15GY2/1)粘土質シルト～砂質シルト

と植物遺体・礫の互層
6 暗緑灰色(lGY4/1)礫少量混砂質シルト

ー上面に踏み込みあり
7 灰白色似勁～緑灰色15m/1)粗粒砂～礫
8 暗緑色(lGY4/1)粘土質シルト
9 暗灰色α勁粘土質シルト鮨物遺体含0
10 緑灰色(lGY5/1)粘土質シルト
11 緑灰色(10GY6/1)極細粒砂
12 暗灰色lN30粘土質シルト
13 淡黄色15Y8/31～暗灰色α勁粘土質シルトの互層
14 暗灰色酪ゝ～オリーブ灰色15GY6/1)粘土質シルト

と緑灰色(lGY6/1)極細粒砂の互層
15 灰色租0～暗灰色lN30粘土質シルト
16 暗灰色α勁粘土質シルトと緑灰色(lGY6/11極細

粒砂の互層
17 緑灰色(lmY6/1)～灰色醜ん極細粒砂

12層が、比較的安定した堆積状況を示すが、それ以外は粘土質シル トを主体として植物遺体や砂

を含む互層が続 くことから、当地は河川～湿地の状態を繰り返していたものと考えられる。

参考文献
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発掘調査―』 (財)人尾市文化財調査研究会
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Ⅲ 木の本遺跡第15次調査 (S K 2006-15)



tアJ

1.本書は、大阪府八尾市南木の本九丁目地内で実施した公共下水道工事 (平成18年度飛行場北

排水区第29工区)に伴う発掘調査報告書である。

1.本書で報告する木の本遺跡第15次調査 (S K2006-15)の発掘調査業務は、八尾市教育委員

会の埋蔵文化財調査指示書に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究会が八尾市から委託を

受けて実施したものである。

1.現地調査は、平成19年 2月 19日 から2月 21日 (実働 3日 )にかけて、荒川和哉を調査担当者

として実施した。調査面積は49.5どである。

1。 現地調査においては、飯琢直世・鷹羽侑太の参加を得た。

1.整理業務は、現地調査終了後、随時実施し、平成19年 3月 23日 に完了した。

1.本書作成に関わる内業整理業務は、図面レイアウト・図面 トレースー荒川が行った。他に、

上記現地調査参加者の協力を得た。

1.本書の執筆 。構成は、荒川が行った。
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Ⅲ 木の本遺跡第15次調査 (S K2006-15)

1.|よ じめに

木の本遺跡は、人尾市の南西部に位置し、人尾空港とその西側一帯の東西約2.Okm、 南北約1.3

kmの 範囲に広がる弥生時代前期以降の複合遺跡である。現在の行政区画では、八尾市木の本一～

三丁目、南木の本二～九丁目、空港一丁目がその範囲に含まれる。遺跡範囲内の現地表の標高は、

T,P,+9.3～ 13.lmを 測る。

当遺跡は、東を生駒山地、南を羽曳野丘陵・河内台地、西を上町台地、北を淀川に画されてい

る河内平野の南端に位置する。河内平野には、旧大和川水系の平野川・長瀬川・楠根川・玉串川・

恩智川が西ないし北方向に放射状に流れている。当遺跡は、旧大和川水系のうち平野川左岸一帯

の沖積地上に位置する。当遺跡の範囲は広 く、西側に人尾南遺跡・太田遺跡が、東側に田井中遺

跡が隣接 している。

当遺跡の概要および既往調査の成果等については、既刊の報告書に詳しいので、本書での記載

は割愛する。概観すると、北東部で弥生時代前期の遺構・遺物 (横 田他 2004)、 北西部で弥生時

代中期前半と古墳時代前期・中期の集落に伴う遺構・遺物 (原 田他 1983)、 南東部で平安時代中

期から鎌倉時代前期の集落に伴う遺構・遺物 (原 田他 1984)、 南西部で平安時代の集落に伴う遺

物 (米 田 1983)、 中央部 (八尾空港内)で平安時代に遡る条里遺構 (原 田他 1984)が検出されている。

このうち、弥生時代前期の遺構群は、隣接する田井中遺跡の当該時期の遺構群との関連性を持つ

ものである。

図 1 調査地および調査区位置図
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O    (1:400)  1
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の
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2.調査概要

1)調査の方法と経過

調査地は、八尾空港の北西側に位置し、空港の北側を東西に伸びる昭和沢の川 (八尾空港北濠)

が南西側に屈曲する部分に架かる東北橋東側の道路および空地部分である。調査区は、下水道の

発進立坑部分で、調査区の西半部が道路に、東半部が空地にかかる(図 1)。

掘削については、調査区の西部が昭和沢の川の護岸擁壁設置工事により破壊されている可能性

を踏まえ、調査区東半部から開始した。先ず、調査区東半部の現地表 (T.P.+10.7m)下 3.Omま

での掘削を、遺構・遺物の有無を確認しながら、機械 。人力を併用して行った。遺構・遺物が検

出されなかったため、調査区中央部で地層の記録を取 り、調査区西半部を機械で掘削した。結果

として、西半部は護岸擁壁設置工事による破壊は免れており、先行工事により破壊されていた現

地表下1.3～ 1.4m以下の地層が良好に残っていた。現地表下3.Omま での調査終了後、現地表下4.4

m(TP.+6.3m)ま での地層確認を行った。調査で使用した標高は、人尾市作成1/2500地 図記載

の標高値 (調査地南方約100mの道路上の標高値 :T,P,+10.4m)を 使用した。

調査の結果、周辺の既往調査で確認されている平安時代中期以降の耕作上に対照される地層が

確認された。

2)層序 (図 2)

調査区中央部の東向き断面で地層の記録を行った。8層以下は、地層確認で確認された地層で、

図2に示した7層 ・8層の層界以下は、模式的な柱状図である。現地表下1.4～ 2.2m(T,P,+9.3

～8.5m)に堆積する 1層から5層 までは、昭和沢の川を挟む西隣で市教委が実施した調査 (本の

本遺跡97-515の調査)で確認されている平安時代中期以降の耕作土 (吉田 1997)に対照できる。

現地表下2.3～3.7m(T.P.+8.35～ 7.Om)以下に堆積する6層から9層 までは、湿地性堆積物と

見られる。そのうち、現地表下2.35～2.6m(T.P+8.35～ 8.lm)に堆積する6層 は、極細粒砂を

斑状・管状に含み、生物擾乱を受けたものと推測される。現地表下2.6～ 3.Om(T,P,キ 8.1～7.7m)

に堆積する7層 は、木の本遺跡97-515の 各調査区で確認されている炭酸鉄を含む地層に対照で

きる。現地表下3.7m(T,P+7.Om)以下に堆積する10層 は、木の本遺跡97-515の 中央調査区・

南調査区で確認されている砂層に対照できる地層で、河川堆積物と見られる。以下に、調査区で

確認された地層について記す。

l層 :2.5Y4/2暗灰責色細粒砂質シル ト。炭化物を含む。酸化鉄 。酸化マンガン(斑点状)。

2-1層 :2.5Y4/2暗灰責色極細粒砂混じる粘土質シル ト。細礫までの砂礫を少量含む。酸化鉄

(斑点状)少量、酸化マンガン(斑点状)多。

2-2層 :2.5Y4/2暗灰黄色極細粒砂混じる粘土質シルト。細礫までの砂礫を少量含む。2-1
層より粘土質。酸化鉄 (糸根状)。

3層 :2.5Y4.5/2暗灰責色極細粒砂混じる粘土質シル ト。細礫までの砂礫を多く含む。南部では、

2層 と4層の間で部分的に見られる。酸化鉄 (糸根状)密。

4層 :2.5Y4/1黄灰色極細粒砂混じるシルト質粘土。所により見られる葉層状の極細粒砂を挟み、

上中下の3層 に細分できる。酸化鉄 (糸根状)。

5層 :2.5GY4/1暗オリーブ灰色シル ト質粘土。酸化鉄 (糸根状)は本層の上部まで見られる。

6層 :2.5GY3 5/1暗 オリーブ灰色極細粒砂多 く混 じる粘土質シル ト。5G4/1極細粒砂を斑状・

-14-
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工事に伴う撹乱

Ⅲ 木の本遺跡第15次調査 (S K2006-15)

1  25Y4/2暗 灰黄色
細粒砂質シル ト

2-1 25Y4/2暗 灰黄色
極細粒砂混じる粘土質シル ト

2-2 2-1と 同じ(2-1よ り粘土質)

3  25Y45/2暗 灰黄色
極細粒砂混じる粘土質シル ト

4  25Y4/1黄灰色
極細粒砂混じるシル ト質粘土

5  2 5GY4/1暗オリーブ灰色
シル ト質粘土

6  2 5GY3 5/1暗 オリーブ灰色
極細粒砂多く混じる粘土質シル ト

7  2 5GY4/1暗オリーブ灰色
シル ト質粘土

【以下、下層確認で確認した層】
8  75Y4/1灰色

極細粒砂混じる粘土質シル ト
9  5GY4/1暗 オリーブ灰色

極細粒砂混じる粘土質シル ト
10  5GY4 5/1オ リーブ灰色

細礫混じる砂

7
ヽ ― ___…

爾

買

10 0m

90m

80m

70m

7層

8層

9層

10層

図 2 層断面図

管状に含む。

2.5GY4/1暗オリーブ灰色シル ト質粘土。上部に炭酸鉄が多く見られる。

7.5Y4/1灰色極細粒砂混じる粘土質シル ト。

5GY4/1暗オリーブ灰色極細粒砂混じる粘土質シル ト。

5GY4.5/1オ リーブ灰色細礫混じる砂。平行層理が見られ、細礫の混じりが多い上層と極

粗粒砂 までの砂が 目立つ下層に分けられる。

3)検出遺構 と出土遺物

平面的に検出された遺構 はなかった。出土遺物は、 4層 に土師質の土器の極細片が 1点含 まれ

ていたが、取上げは不可能であった。

3.ま とめ

今回の調査では、周辺の既往調査 において確認されている平安時代以降の耕作土層 と対照でき

る地層を確認 した。 このことか ら、今回の調査地周辺 も平安時代以降は耕作地 として利用 されて

いたと考えられる。下層部分では遺構 。遺物の検出はな く、地層の堆積状況か ら調査地は河川・

湿地であった と推測 される。

参考文献
・横田 明・山田隆一編 2004『大阪府埋蔵文化財調査報告書2003-2 木の本遺跡』 大阪府教育委員会
・原田昌則・成海佳子・奥田 尚 1983「第3章 木の本遺跡発掘調査概要報告」『八尾市埋蔵文化財発掘調
査慨報 1980,1981年度』 八尾市教育委員会

。米田敏幸 1983「 1.木の本遺跡」『昭和57年度における埋蔵文化財発掘調査―その成果と概要―』 (財 )

入尾市文化財調査研究会
・原田昌則・成海佳子編 1984『 (財 )人尾市文化財調査研究会報告4 木の本遺跡―八尾空港整備事業に伴

う発掘調査―』(財)人尾市文化財調査研究会
・吉田野乃 1997「 4.木の本遺跡 (97-515)の 調査」『八尾市文化財調査報告 平成10年度国庫補助事業
入尾市内遺跡平成10年度発掘調査報告書 I』 八尾市教育委員会
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夕J

1.本書は、大阪府八尾市山賀町一丁目。三丁目地内で実施した公共下水道工事 (新家つ

'水

区第

1工区)に伴う発掘調査報告書である。

1.本書で報告する山賀遺跡第13次調査 (Y M G2007-13-1・ 2)の発掘調査業務は、八尾市

教育委員会の埋蔵文化財調査指示書に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究会が八尾市か

ら委託を受けて実施したものである。

1。 現地調査の期間・調査担当者 。調査面積・調査補助員は、以下の通りである。

山賀遺跡第13次 1調査区の調査 (Y M G2007-13-1)

期間 :平成19年 4月 2日 ～平成19年 4月 5日 (実働 4日 )

調査担当者 :西村公助

調査面積 :24.64∬

調査補助員 :青山 洋・鷹羽侑太・中浜輝志

山賀遺跡第13次 2調査区の調査 (Y M G2007-13-2)

期間 :平成19年 5月 21日 ～平成19年 5月 24日 (実働 4日 )

調査担当者 :荒川和哉

調査面積 :26.88ど

調査補助員 :市森千恵子

1.整理業務は、現地調査終了後、随時実施し、平成19年 6月 5日 に完了した。

1.本書作成に関わる内業整理業務の担当は、以下の通りである。

【図面レイアウト・図面 トレース】荒川・西村、【遺物実測】市森、【執筆】荒川・西村 (文

責は目次に記載)、 【編集】荒川、他に上記現地調査補助員の協力を得た。

次
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Ⅳ 山賀遺跡第13次調査 (Y M G2007-13)

山賀遺跡第13久調査 (Y M G2007-13)

1.は じめに

山賀遺跡は、人尾市北部と東大阪市南部の西寄りに位置する。現在の行政区画では、人尾市新

家町一～八丁目・山賀町一～六丁目、および東大阪市若江西新町五丁目。若江南町四～五丁目に

当たり、東西・南北ともに約0,8kmの範囲で広がる縄文時代後期以降の複合遺跡である。

地理的には、東を生駒山地、南を羽曳野丘陵、西を上町台地、北を淀川に囲まれた河内平野の

南部、旧大和川の主流であった長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地上に位置する。遺跡範囲内の現

地表の標高は、T.P.+3.3～ 5.9mである。当遺跡の周辺には、東に西郡遺跡・西郡廃寺、南東に

萱振遺跡、南西に友井東遺跡・美園遺跡、西に新上小阪遺跡・小若江遺跡、北西に上小阪遺跡、

北に若江北遺跡など、多 くの遺跡がある。

当遺跡は、昭和46年に東大阪市域で行われた楠根川改修工事の掘削残土から弥生時代前期の上

器 。石器が多量に発見されたことにより周知されるようになった。その後、大阪府教育委員会・

(財 )大阪文化励センター(現、(財 )大阪府文化財センター)。 東大阪市教育委員会・八尾市教育委

員会 。
(財 )八尾市文化財調査研究会 (以下、当研究会)に より多くの調査が行われている。これら

の調査の成果については、既刊の報告書に詳しいので、本書では記載を割愛する。

当研究会による当遺跡の調査は、12次にわたり実施されている。今回の調査地の南側で当研究

会が実施した第12次調査 (Y M G2006-12)で は、現地表下4.0～ 4.lm(T.P.キ 2.0～ 1.9m)で弥生

時代中期以前と推測される畦畔状の高まりと水田耕作土と考えられる地層が確認されている (島

田 2007)。

丁

暉
〕

目

調査地周辺図
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2.1調 査区の調査概要

1)調査の方法と経過

調査地は、府道八尾枚方線の山賀町一丁目交差点より西側約50m地点に位置する。調査区は、

下水道の立坑部分の工事により破壊される部分である。規模は、南北4.4m。 東西5.6mの方形で、

調査面積は24.64ど である。

調査は、市教委の埋蔵文化財調査指示書に基づき実施した。掘削については、現地表 (T.P.+5。 75

m前後)下4.8m前後までを機械と人力を併用して行った。

調査の結果、検出された遺構および遺物の出土はなかった。

2)層序

現地表下から4.8m前後までに7層の地層堆積を確認した。

O層盛土

ltt N3/0暗灰色細粒砂混粘土。【旧水田耕作土】。

2層 10YR4/4褐 色細粒シル ト質粘土。

3層 10YR6/1褐 灰色細粒シルト。

4層 5B4/1暗青灰色粗粒～細粒シルト。

5層 5Y6/1灰色粗粒～細粒砂。

6層 5B4/1暗青灰色粘土。 2～ 6層 は河川堆積である。

3.2調 査区の調査概要

1)調査の方法と経過

調査地は、八尾市山賀町三丁目地内の楠根川に架かる新家中ノ橋の東詰に位置する。調査区は、

下水道の立坑部分の工事により破壊される部分である。規模は、南北4.8m。 東西5.6mの方形で、

調査面積は26.88ど である。

調査は、市教委の埋蔵文化財調査指示書に基づき、下水道工事の進捗状況を考慮しながら実施

した。掘削については、現地表 (T.P.+5。 9m前後)下 1.8mま では、工事に伴いすでに掘削されて

いたため、現地表下1.8mから2.8m前後までを、地層の観察に比重を置き、遺構・遺物の有無を

確認しながら人力・機械併用 (主に機械)で行った。現地表下2.8m以下、工事により破壊される

現地表下5,Omま で、下層確認を行った。

調査の結果、平面的に検出された遺構はなかったが、近世以降と推測される耕作に伴う小規模

な遺構埋土を確認した。出土遺物は、須恵器の破片 2点で、整理用コンテナ (縦60cm× 横40cm×

高さ20cm)1箱 に収まる。

2)層序

調査地で確認された地層は、小規模な遺構埋土を除き17層確認された。 1層～10層が調査区中

央部北向き断面で確認された地層で、11層以下が下層確認時に北壁で確認された地層である。以

下に各層について記す。

1層 10GY3/1暗緑灰色砂質シルト徘田粒で粗粒砂混じり)。 【旧水日耕作土】

2層 10GY4/1暗緑灰色～10GY5/1緑灰色礫 (径 7 mmま で)混 じる砂質シルト(粗壮で砂がち)。 下

部に3層のブロック(径 5 cmま で)【水田耕作土】
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3層 5Y4/1灰色砂 (極粗粒～極細粒)混 じる粘土質シルト。【水田耕作土】

4層  10Y3.5/1灰色砂礫 (径 3 almま で)混 じる粘土質シルト。上部に砂礫が斑状に多く混じり、

下部に7.5Y4.5/1灰色粘土質シルトのブロック (径 6 cmま で)を多く含む。酸化鉄が染み状

に沈着。【水田耕作土】

5層 2.5Y2.5/1黒 掲色砂 徘田粒～極細粒)混 じる粘土質シルト。乾痕が見られる。【6層の土壌

化層】

6層 7.5Y5/1灰色砂 (極細粒)混 じる粘土質シルト。

7層 7.5Y4/1灰色砂 (極細粒)混 じる粘土質シルト。

8層 2.5Y4/1黄灰色砂 (極細粒)混 じる粘土質シルト。【9層の上壌化層】

9層 2.5Y4.5/1黄 灰色砂 (極細粒)混 じる粘土質シルト。5Y5/1灰色砂 (細粒～極細粒)が斑状に

混じる。

10層 5Y4.5/1灰色シルト質砂餅田粒～極細粒)。 2層～10層上部に酸化鉄が管状に沈着。

11層 10Y5/1灰色シルト混じる砂餅田粒～極細粒)。

12層 N7/0灰 白色砂 (上部 :中粒～極細粒、下部 :極粗粒～中粒)。 5G5/1緑灰色砂 餅田粒～極細

粒)の薄層とシルト質砂 (細粒～極細粒)の葉層の互層を上部に挟む。主に上部に木本の植

物遺体を含む。

13層 2.5GY6.5/1明オリーブ灰色砂 (極粗粒混じる粗粒～中粒)。 10Y4/1灰色砂 (極細粒)混 じる

粘土質シルトの葉層を挟む。

14層 7.5Y3/1オ リーブ黒色砂 (極細粒)混 じる粘土質シルト。ブロック状で5GY6/1オ リーブ灰

色シルト質粘上のブロック(径1.5cm前後)。 炭化物粒を含む。【遺構埋土か】

15層  10Y3/1オ リーブ黒色砂 (極細粒)混 じる粘土質シルト。一部ブロック状で、2.5GY4/1暗 オ

リーブ灰色シルト質砂 (極細粒)を斑状に含む。木本の植物遺体を少量含む。【遺構埋土か】

16層  10Y4.5/1灰色シルト質砂徘田粒～極細粒)。

17層 2.5GY3/1暗 オリーブ灰色砂質徘田粒～極細粒)泥。上部に炭化物粒を層状に含む。【18層 の

上壌化層か】

18層 2.5GY4/1暗 オリーブ灰色泥質砂 餅田粒～極細粒)。 2.5GY7/1明 オリーブ灰色砂 (極粗粒～

極細粒)の レンズ状の薄層を挟む。

19層 N7/0灰 白色砂 (粗粒、下部は細粒～極細粒へと漸移)。

3)検出遺構と出土遺物

平面的に検出された遺構はなかった。調査区中央部北向き地層断面で、 1層 に覆われ2層 を切

る遺構埋上を確認し、3層上面に2層 を埋土とする凹凸を確認した。いずれも、耕作に伴うもの

と見られる。時期を比定できる出土遺物はなく時期は不明であるが、近世以降と推測される。

出土遺物は、1層および4層 (3層 との境界付近)か ら須恵器の破片が 1点ずつ出上している。

4層から出上した須恵器杯身は、6世紀代のものと見られる。4層 は、出土遺物から、古墳時代

後期以降の堆積層と考えられる。
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1調査区 北壁

Ⅳ 山賀遺跡第13次調査 (YM G2007-13)

50m

40m

30m

工事に伴い破壊されていた部分

イ 10GY3 5/1暗緑灰色砂質シル ト(細粒で粗粒

砂混 じり)+3層のブロック (径 1～ 9 cml

※ 地層については本文に記載む

1.Om

図3 1・ 2調査区 地層断面図
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4.ま とめ

今回の調査は、1・ 2調査区ともに平面的に検出された遺構はなく、出土遺物も殆どなかった。

しかし、地層観察の結果から、調査地周辺の環境とヒトの活動の一端を窺うことができた。

1調査区 旧耕作上の下位に、河川堆積物と見られる粗粒砂～粘上の堆積層が確認された。出

土遺物がないため、河川の形成・埋没時期は不明である。砂層が、第12次調査地で確認された弥

生時代中期以前の水田耕作土や2調査区で確認された遺構埋上の上下に堆積する砂層と対照でき

るものであれば、この時期も河川であつた可能性がある。

2調査区 現地表下1.9～ 2.3m(T.P.+4.0～ 4.4m)で、近世以降の耕作土と、耕作に伴い形成

されたと見られる遺構埋上が確認された。また、下層確認部分の現地表下4.1～4.4m(T,P.+1,9

～1.6m)で、遺構埋土と見られる地層が確認された。出土遺物がないため時期は不明であるが、

第12次調査地の地層の相対関係と対照すれば、弥生時代中期以前と推測される地層に相当する。

調査地周辺において、上位の砂層を除去した面で遺構検出面があると推測される。

参考文献
・島田裕弘 2007「Ⅷ 山賀遺跡第12次調査」『(財)八尾市文化財調査研究会報告98」 (財)入尾市文化財調査

研究会
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図
版

一　
１
調
査
区

調査地周辺 (南東から)

機械掘削 [TP+325mま で](西から)

北壁 [TP+325mま で](南から)
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査
区

調査地全景 (南から)

下層確認部分掘肖1状況 (南西から)

地層断面 TP,+40～30m付近

(調査区中央部北向き、北西から)
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V 弓削遺跡第 7次調査 (Y G E2007-7)



例

1.本書は、大阪府八尾市弓削町二丁目。志紀町南四丁目地内で実施した公共下水道工事 (18-

24工区)に伴う発掘調査報告書である。

1.本書で報告する弓削遺跡第 7次調査 (Y G E2007-7)の発掘調査業務は、人尾市教育委員

会の埋蔵文化財調査指示書に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究会が八尾市から委託を

受けて実施したものである。

1。 現地調査の期間・調査担当者 。調査面積・調査補助員は、以下の通 りである。

期間 :平成19年 6月 4日 ～平成19年 6月 19日 (実働10日 )

調査担当者 :荒川和哉

調査面積 :約33.4∬

調査補助員 :市森千恵子・梶本潤二・鷹羽侑太・中浜輝志 。中村百合・村井厚三

1.整理業務は、現地調査終了後、随時実施し、平成19年 7月 31日 に完了した。

1.本書作成に関わる内業整理業務の担当は、以下の通りである。

図面レイアウト・図面 トレース・編集 。執筆 :荒川

遺物実測・遺物図面 トレース :市森

他に上記現地調査補助員の協力を得た。

本 文 目 久

1.は じめに………………………………………………………………………………………………25

2.調査概要………・……………………………Ⅲ……・…… ………………………Ⅲ…・…………………28
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V 弓削遺跡第 7次調査 (Y G E2007-7)

1.は じめに (図 1、 表 1)

弓削遺跡は、八尾市南東部に位置する。現在の行政区画では、八尾市志紀町南二丁目・四丁目、

および弓削町三丁目。弓削町南三丁目の一部に当たり、東西約0.5km。 南北約0.7kmの 範囲で広が

る弥生時代後期以降の複合遺跡である。

地理的には、東を生駒山地、南を羽曳野丘陵、西を上町台地、北を淀ナキ|に 囲まれた河内平野の

南部、旧大和川の主流であった長瀬川左岸の沖積地上に位置する。遺跡範囲内の現地表の標高は、

T,P,+12.8～15.Omで ある。当遺跡の周辺には、長瀬川を挟んで北東側には東弓削遺跡が、北西

側には志紀追跡・田井中遺跡・木の本遺跡があり、南側には本郷遺跡 (相原市)が隣接する。本郷

遺跡は、弓削遺跡と一連の遺跡と捉えられる。

当遺跡内では、大阪府教育委員会・八尾市教育委員会 (以下、市教委とする)・ (財 )八尾市文化

財調査研究会 (以下、当研究会とする)に より発掘調査が行われている。本郷遺跡内では、相原市

教育委員会により発掘調査が行われている。

今回の調査地周辺における弓削遺跡 。本郷遺跡の既往調査については、図 1・ 表 1に示 したが、

以下に、これらの主な調査成果を時期ごとに概観する(文 中の番号は図 1の調査地番号)。

縄文時代 両遺跡内でヒトの活動の痕跡が見られるのは縄文時代中期以降で、本郷遺跡北部の

22・ 23・ 36で縄文時代中期・晩期の土器が出上している。22で検出された縄文時代晩期の埋甕を

除き、砂層からの出土で、縄文時代の両遺跡の状況を知るまでには至っていない。

弥生時代前期 。中期 両遺跡で弥生時代前期の遺構・遺物は確認されていない。弥生時代中期

には、弓削遺跡南部の8・ 11、 本郷遺跡北部の23・ 24・ 29で土器が出土している。また、24では

溝状遺構が確認され、29では土器群を伴う土坑が検出されていることから、ヒトの居住があった

ことが窺えるが、これらの面的な広がりは確認されていない。

弥生時代後期 本格的なヒトの活動の痕跡が見られるのは、弥生時代後期になってからで、両

遺跡で遺構 。遺物が多く検出されている。その中から主立ったものを挙げると、弓削遺跡北部の

1で大量の上器が出土した南北に伸びる大溝、本郷遺跡北部の29で方形周溝墓・小銅鐸を伴う溝

が検出されている。これらの調査成果から、弥生時代後期には集落としてのまとまりを持つよう

になったことが窺える。

古墳時代初頭 。前期 両遺跡で古墳時代初頭 。前期の「遺物包含層」が確認されており、この

時期の明確な遺構は本郷遺跡の22で井戸・溝状遺構が、29で この時期を前後する溝が検出されて

いる。弓削遺跡北東部の21では、一括性が高い古墳時代初頭の土器が出土しており、その中には

伊勢湾地方からの搬入品であるS字口縁甕や阿波地方からの搬入品である複合口縁壺が出上して

おり、人的・物的交流があったことを窺わせる。

古墳時代中期・後期 この時期の遺構は、主に弓削遺跡南西部の7で中期の土坑、本郷遺跡北

東部の25で後期の溝、同じく北西部の29で中期の竪穴住居 。大溝が検出されている。これらの遺

構 。遺物が検出された北側の弓削遺跡南部から本郷遺跡の北東部にかけての 7・ 8。 22・ 24で埴

輪が出上しており、埋没古墳が存在する可能性がある。
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表 1 周辺の調査一覧表

量働 肇培 調査名 所 在 地 調査主体 主な成果 文献/発行年

弓

削

（人

尾

市
）

1 YGE84-1 志紀町南 2 当研究会
弥生後期 :大溝 (土器群 )、 奈良 :井戸

(墨書人面上器 )

『昭和59年 度事業概要報告』(財 )人尾市文化財調査研究会報告7/1985

2 90-533 志紀町南 4 八市教ξ 弥生後期末 :土器 「八尾市内遺跡平成3年度発掘調査報告書 I』 人尾市文化財調査報告25/19ν

3 94-631 志紀町南 4 入市教委 弥生後期末 :土器 『人尾市内遺跡平成7年度発掘調査報告書 I』 八尾市文化財調査報告33/1996

97-444 弓削町南 3 人市教豪 弥生後期前棄～中棄 :井戸 溝 土器 弓削遺跡発掘調査報告書』八尾市文化財紀要10/2000

5 98-380 志紀町南 3 八市教委
河川堆積層 (弥 生土器  須恵器 埴

輪 )、 弥生後期 :土器
『八尾市内遺跡平成10年度発掘調査報告書 I』 八尾市文化財調査報告40/1999

YGE99-2 志紀町南 2 当研究会
河川堆積層、弥生後期末～古墳初頭
上坑

「財団法人八尾市文化財調査研究会報告6刻 ″001

)9-429 志紀町南 4 へ市教委
弥生後期 i土器、古墳中期 :土坑、古
墳中期後半 :埴輪、中世以降 :井戸

「八尾市内遺跡平成12年度発掘調査報告書』八尾市文化財調査報告44/2001

19-524 志紀町南 3 八市教委
弥生 中期 :土器、弥生後期 :溝 状遺
構 小穴 落込み、古墳中期 :溝 同上

YGE2000-3 志紀町南 3 当研究会
弥生後期 :土器、古墳後期 :埴輪、近

世 :溝 へ尾市教育委員会「八尾市立埋蔵文化財調査センター報告 3平成13年度』/2002

2002-66 志紀町南 3 当研究会 近世以降 :溝 『八尾市内遺跡平成14年度発掘調査報告書』人尾市文化財調査報告4ン 2003

YGE2002-4 志紀町南 3 当研究会 弥生後期 :土坑 財団法人八尾市文化財調査研究会報告751/2003

2002-23 志紀町南 3 当研究会 赤生中期～後期 :土器 石器 入尾市内遺跡平成14年 度発掘調査報告書』八尾市文化財調査報告48/2003

YGE2003-5 ま紀町南3 4 当研究会 河川堆橋層 「財団法人八尾市文化財調査研究会報告硲』/2004

2003-195 よ紀町南2 当研究会 平安以降 :水 田畦畔 『八尾市内遺跡平成15年度発掘調査報告書』入尾市文化財調査報告49/2004

2093-319 ξ紀町南2 当研究会 遺構 遺物なし 『人尾市内遺跡平成16年度発掘調査報告書J人尾市文化財調査報告50/豹05

2004-259 ま紀町南 2 当研究会 古墳前期 :堆積層 (土器片 ) 可上

2004-347 よ紀町南3 当研究会 近世以前 :河川堆積層 「入尾市内遺跡平成17年 度発掘調査報告書』八尾市文化財調査報告53/2006

17

2005-185 志紀町南 2 当研究会 休生後期 古墳前期 奈良以降 :土器 同上

YGE2005-6 志紀町南 2 当研究会
弥生後期 :土坑、奈良 :土坑、平安
鎌倉 :土坑 溝

「財団法人八尾市文化財調査研究会報告97』 /2007

2005-160 志紀町南 2 当研究会「奈良時代土師器」 『八尾市内遺跡平成17年度発掘調査報告書』八尾市文化財調査報告53/2006

2005-504 弓削町 3 当研究会 近世 :土坑 (災害復旧坑 )
「八尾市内遺跡平成18年度発掘調査報告書』八尾市文化財調査報告55/2006

2007-54 志紀町南 4 当研究会 奈良前期 t土器群 来千」

「GE2007-7 弓削町南 2 志

紀町西 4 当研究会 今回報告

訓
縦

志紀町南 1 2 府教姿 古墳前期 :土器
『寝屋川南部流域下水道事業に伴う中垣内 志紀 弓削 太平寺遺跡発掘調査概要』
/1995

本

郷

（柏

原

市
）

,1-1次 本郷 3 柏市教委
縄文晩期 i埋奏、古墳初頭 前期 :井

戸、古墳中期後半 :埴輪 「梢原市埋蔵文化財発掘調査慨要 1981年 度』/1982

23 13-1次 本郷 3 猫市教委
健文中期末 :土器、弥生中期～古墳前
胡:土器

F柏原市所在遺跡発掘調査概報一大県 日辺 本郷遺跡-1983年度』柏原市文化財報
告 1983-Ⅳ /1984

24 〕3-2次 本郷 3 柏市教委
弥生中期中葉 :溝状遺構、弥生中期～

古墳中期 :土器、古墳後期 :埴輪
同上

〕4-2次 本郷 3 柏市教委 古墳後期 :溝 (須恵器 獣骨 ) F本郷遺跡 玉手山遺跡―マンション建設に伴う剖 柏原市文化財概報 1984-Ⅵ

;5-1次 本郷 5 柏市教委 古墳後期 :須志器 土師器 製塩土器 柏原市埋蔵文化財発掘調査概報 1985年 度』/1986

18-1次 本郷 3 柏市教委「現地表下2mで遺物包含層を検出 柏原市埋蔵文化財発掘調査概報 1988年 度』柚原市文化財報告 1988-1/1989

Ю-2次 本郷 3 柏市教委 中世以降 :洪水層
『高井田遺跡 本郷遺跡-1989年度公共事業に伴う一』柏原市文化財概報 1989-Ⅳ
/1990

29 )1-1次 本郷 5 柏市教委
弥生中期 :土坑、弥生後期 :方形周溝
墓 溝 (小銅鐸 )、 古墳中期 :竪穴住居

『本郷遺跡 1991 19弦年度』柏原市文化財概報 1992-Ⅲ /1993

)1-2次 本郷 3 柏市教覆 古墳後期～飛鳥時代末 1溝 『柏原市遺跡群発掘調査概報 1991年 度』柏原市文化財概報 1991-Ⅳ /1992

)3-3次 本郷5 柏市教委「土師器 須恵器の破片」 「柏原市所在遺跡発掘調査阻報 1996年 度』柏原市文化財概報 1996-Ⅱ /1997

)4-1次 本郷3 柏市教委「現地表下09mで中近世の包合層」 F柏原市埋蔵文化財発掘調査概報 1994年 度』柏原市文化財報告1994-1/1995

)4-2次 本郷 3 柏市教委 近世 滞、「中世の遺物包含層」 『柏原市埋蔵文化財発掘調査概報 1994年 度』柏原市文化財報告 1994-1/19%

)5-1次 本郷 5 柏市教委
弥生後期 :土 器  焼土塊 、古墳～奈
良 :土器 輔羽口

F相原市所在遺跡発掘調査概報 1996年 度』柏原市文化財概報 1996-■ /1997

)6-1次 本郷 5 近世:耕作土、近世以前 :洪水層 「柏原市所在遺跡発掘調査概報 1996年 度』柏原市文化財概報1996-1/1997

,8-1次 本郷 5 柏市教委
健文晩期 :土器、弥生後期～古墳前
鴫 :溝状の落込み(上器)

『本郷遺跡一公共下水道管埋設に伴う一』柏原市文化財概報 1998-Ⅳ /1999

V 弓削遺跡第 7次調査 (Y G E2007-7)

調査主体名称の省略についは以下の通 り。大阪府教育委員会 :府教委、人尾市教育委員会 :人市教委、柏原市教育委員会 :柏市教委、 (財 )八尾市文化財調査研究会 :当 研究会

番号は遺跡毎の調査 (開始)日 の早い)贋に付した。

飛鳥時代～中世 この時期の遺物は両遺跡内で出上している。遺構としては、弓削遺跡南部の

20で飛鳥時代後期～奈良時代前期の須恵器を主体とする土器群、弓削遺跡北部の 1で奈良時代の

人面墨書土器 。神功開宝などが出土した井戸、同じく17で奈良時代から鎌倉時代にかけての土

坑・溝、弓削遺跡北部の13で平安時代の水田、本郷遺跡北東部の30で古墳時代後期から奈良時代

にかけての遺物が出上した溝が検出されている。

近世以降 近世には、本郷村があった本郷遺跡東部以外は概ね耕作地となっており、弓削追跡

の8'19、 本郷遺跡北部の24。 33な どで、断面形が方形の溝状の上坑が検出・確認されている。

これらの溝状の土坑は、災害復旧坑と呼ばれるもので、埋土は多くが洪水砂で人為的に埋められ、

洪水により埋没した水田を復旧させる目的で掘削されたものである。

※

※
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2.調査概要

1)調査の方法と経過

調査地 (図 2、 図版―)八 尾市弓削町南二丁目・志紀町南四丁目の大阪外環状線 (国道170号線)

の東沿いに位置する。調査区は、下水道の立坑部分の工事により破壊される部分である。規模は、

南西―北東方向に長い方形で、長辺7.35m。 短辺4.55mである。調査面積は約33.4∬ である。

方法 調査とこれに継続して行われる下水道工事により深 く掘削されるため、調査区の四方に

銅矢板を打設し掘削する方法が採られた。銅矢板により囲まれるため、壁面での地層観察は不可

能であることから、調査区の南壁沿いに地層観察用のあぜ (幅約50cm)を残し掘削を行った。

掘削 掘削は、当初、市教委の埋蔵文化財調査指示書により、現地表(T.P.+15.Om前 後)下2.7

m前後までが機械掘削の範囲で、以下0.5m前後までが人力掘削の範囲であつた。これにより、

現地表下2.7mま で機械掘削を行ったが、遺物を含む層に至らなかった。部分的に人力で掘削し、

下位層の遺物・遺構の有無を調べたところ、現地表下3.2m前後までの地層には遺物を含んでい

ないことを確認したため、現地表下3.2mま での地層を遺構の有無を確認しながら機械で段階的

に除去 した。上面で平面精査をしたが遺構が検出されず、現地表下3.4mま での地層に含まれる

遺物も少量であったため、人力・機械を併用し遺物の採取を行った。この時点で、埋蔵文化財調

査指示書による掘削範囲に至ったため、市教委に報告し指示を仰いだ。その結果、指示内容が変

更され、人力掘削の範囲を1.2m前後とすることになり、遺構・遺物の検出に努めた。

調査の結果 古墳時代中期前半の溝 1条、古墳時代前期後半の落込み 1箇所を検出した。出土

遺物は、古墳時代初頭・前期の上師器を主体 し、整理用コンテナ (縦60cm× 横40cm× 高さ20cm)

10箱である。

2)層序 (図 3、 表 2、 図版―)

調査区南壁沿いの地層観察用のあぜで確認された地層は、遺構埋土を含めて17層である。現地

表下2.4～ 2.7mま での 1層～ 4層は、中世までには遡らない畑耕作上、以下3.Omま での 5層 は

決水堆積層、以下3.5mま での 6層～ 8層は、古墳時代中期以前には遡らない人為的な撹拌・整

より形成された地層である。これらの地層を除去した面で、古墳時代中期前半の溝と古墳時

預車刊トー調査区
工事用地

/が

雌
（門）
ゃ

が

/

運送会社駐車場

図 2 調査区位置図

0     (11250)    10m
犀

″
謬

で
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代前期後半の落込みが検出された。 9

埋土である。14層 は古墳時代前期後半

の詳細については表 2に示 した。

V

層～10-2層は溝の埋土、

までに埋没 した河川堆積層

弓削遺跡第7次調査(Y G E2007-7)

■-1層～13-2層は落込みの

と推定される地層である。各層

9-2

※ 地層については表 1に記載。

落込み01検 出面

0    (1:50)    2m

150m

140m

130m

120m

検出面

110m

図 3 地層断面図

撹乱埋土

2

5

6

表2 地層一覧表

層序 土 色 粒度組成 堆積構造 含有物/沈着物 備 考

1 10YR45/1に ぶい黄褐色
り好♀夢蔭

～粗粒砂混 じる砂質帥 粒～極細初 ンル ト
粗粒砂 を斑状に含む 炭化物極少量/酸化マンガン (斑

点状 )

2 〕5Y5/3黄 掲色
u粒の中礫～粗粒砂混 じる砂質 (細粒～極細粒)シ ル ト
・I粒砂の混 じり多い 酸化マンガン(斑点状 )

3
25Y5洛黄褐色
ЮYR45/2褐 灰色

シル ト質極細粒砂
極細粒砂混 じるシル ト ブロック状 (径 1～ 3 cm) 酸化マンガン (斑点状)密

10YR5/4に ぶい黄掲色
ЮYR5/3に ぶい黄褐色
10YR45カ 灰黄褐色

粗粒砂～中粒砂
極細粒砂
極細粒砂混 じるシル ト

ブロック状 (径 1～ 3 cm) 酸化鉄 (染み状 )

5
25Y6/31こ ぶい黄色
10YR65お 明黄褐色

中粒砂～細粒砂
細粒の中礫～細礫混 じる極粗粒砂～中粒砂

薄層の互層 上部の礫混 じる極粗粒砂
～中粒砂に斜交葉理、その他の薄層に
は板状葉理

上部に酸化鉄 (染み状 )

6 25GY71暗 オリーブ灰色
細礫～粗粒砂を少量含む極細粒砂混じる粘土質シル ト
極綱粒砂を斑状に多 く含む

7 10Y4/1灰 色 中粒の中礫～粗粒砂 を少量含む極細粒砂混 じる粘土質シル ト 上部に酸化鉄 (管状 )

8
35GY3/1暗 オリーブ灰色
10Y4/1灰 色 盤笙審夢貯てⅢ態鱗 い粒～枢細籾シルト所によリブロック状

斑状
極粗統の中礫～粗粒の中礫を数個
炭化物 (調査区北西部では多い)

9-1 ,GY4/1暗 オリーブ灰色
五粗粒砂混 じる粘土質シル ト
冊粒の中礫～細礫が上部に混 じる

０１
土

溝

埋

9-2 25GY35/1暗 オリーブ灰色

'GY5/1オ
リープ灰色

シル ト質粘土

極細粒砂 を葉層状 斑状 に含む (莱層は主に下部に見 られる)

上部に炭化 した草本の植物遺体の

極薄の葉層 を挟む

10-1
75GY4/1暗緑灰色
,GY71暗 オリーブ灰色 埋籍窪患惜τ誓母笙警じ彬争黎舞楔茫花ゼ留田粒)シルト

牙によリブロック状 (径 3～ 5 cm前後 ) 中粒の中礫 を数個

10-2 10Y3/1オ リーブ黒色
5GY35/1暗 オリーブ灰色 鋼廷2宰穣工跳繕号ケ撮し2慾憂態岳廷立緩珠‖好;彰 子しヽ

プロック状
下部に斑状に混 じる

11-1 5GY4/1暗 オリーブ灰色 細粒の中礫～極粗粒砂混 じる砂質 (細粒～枢細粒)ン ル ト 炭化物

落込み

01埋土

11-2 5GY45/1暗 オリーブ灰色
75GY45/1暗緑灰色

細礫～極粗粒砂混 じる砂質 (細粒～極細粒)シ ル ト
砂質 (極粗粒～極細粒)シ ル トが班状に混じる

西部では砂礫 と後者の砂 質シル トの混
じりは少ない 炭化物

13-1 75GYク 1暗緑灰色 細礫～極粗粒砂混 じるシル ト(僅かに粘土質) 炭化物

13-2 75GY45/1緑灰色
25Y3/2黒褐色

泥質砂 (細粒～極細粒 )

極細粒砂混 じる粘土質シル ト(下部 )
13-1層 のブロックを少量含む

遭物遺体を含む

75GY45/1緑灰色
75GY5/1緑 灰色

泥質砂 (細粒～極細粒 )

細粒砂～極細粒砂 (下都 ) 葉 理
川
土

河
埋
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V 弓削遺跡第 7次調査 (Y G E 2007-7)

表 3 溝01・ 落ち込み01埋土一覧表

3)検出遺構 と出土遺物

・検出遺構とその出土遺物

8層 までを除去した面 (T,P.十 ■.5m前後)で、古墳時代中期前半の溝 l条 (溝01)、 古墳時代前

期後半の溝状の落込み 1箇所 (落込み01)が検出された。

溝01(図 4,図 5、 表 3・ 表 4、 図版二・図版四)

位置・重複関係 調査区南部で検出された。落込み01埋土を切る。

規模 北東側の肩を除き調査区外に至るため、全長は不明。幅4.Om以上、検出面からの深さ

は0.45mである。調査区内では、南東―北西方向に伸びる。南西の肩は緩やかに段をなしている。

埋土 埋土は3層 に分けられ、上層 (図 4-溝 1)が粘質土と極細粒砂の互層、中層 (同 一溝 2)

が砂礫を含む粘質上、下層 (同 一溝 3)が有機質に富む粘質上に砂礫が混じる層である。堆積状況

から、下層は機能時に流水により堆積 したもの、中層は人為的に埋められたもの、上層は埋め戻

し後の窪みに流水により堆積したものと考えられる。埋上の詳細については、表 3に記した。

出土遺物 埋土からの出土遺物は、上層からは須恵器の破片 1点が出上したのみで、中層・下

層から土師器・須恵器の破片、加工木が多 く出上している。この他に中層と下層の境からは、板

状の木製品が出上している。中層から出土 した土師器の破片の中には、後に記す落込み01の埋土

から出上した破片と接合するものが数点ある。埋土からの出土遺物のうち、須恵器 2点 (1・ 2)、

土師器 3点 (3～ 5)を 図化した。

時期 出土遺物と層位から、古墳時代中期前半に稼動しており、埋め戻されたと推定される。

遺構 埋 土 土 色 粒度組成 堆積構造 含有物

溝01 清 1 2 5CY4/1暗 オ リー ブ灰 色
5GYケ 1暗 オリーブ灰色

極細粒砂混じる粘土質シル ト極細粒砂 葉層を挟む 肩部に細粒の中礫～細礫 炭化物

溝 2 ЮY3/1オ リーブ黒色 粗粒砂～極細粒砂混 じる粘土質シル ト 主に肩部に中粒の中礫～細礫
溝 3 75Y3/1オ リーブ黒色 細粒の中礫～極細粒砂混 じる粘土質シル ト～砂礫質泥

藩込み
01

落 1 25GY3/1暗 オリーブ灰色 細粒の中礫～極細粒砂混 じる粘土質ンル ト 南部では礫の混 じり少なヤ 炭化物少量

落 2 10Y4/1灰 色
25GY5/1オ リーブ灰色

極細粒砂混 じる粘土質シル ト
細粒砂～極細ti砂 葉層を挟む

中粒の中礫～細礫 炭化木 炭化彰

落 3 75Y35/1灰 色
25GY55/1オ リーブ灰色

極細粒砂混 じる粘土質シル ト
細粒の中礫～細礫細礫～粗粒砂極細粒砂

斑状 レンズ状葉層状

落 4 ;GY4/1暗オリーブ灰色 中粒の中礫～極細粒砂 を含む泥～泥質砂礫

霜醍覆E菅紀豊醤9げ省
なくンルト質極細粒砂剤礫/tl粒砂

斑状に砂礫 を含み、ブロック
状

落 5 10Y4/1灰 色
5CY5/1オ リーブ灰色

極細粒砂混 じるシル ト
細粒砂～極細粒砂
細粒の中礫～粗粒砂

ブロック主体層状層状 斑状

落 6 25GY4/1暗 オリーブ灰色 シル ト質極細粒砂
細粒の中礫～粗粒砂

ブロック状斑】夫

落 7 ,GY35/1暗 オリーブ灰色
,GY5/1オ リーブ灰色

細粒の中礫～極細粒砂混 じる粘上質シル ト
極細粒砂 斑】犬

河川堆

積層

河 1 75GY4/1暗 緑灰色
75GY5/1緑 灰色

極細粒砂混 じる粘土質ンル ト
シル ト質極細粒砂 葉層を挟む

河 2 5GY4/1暗 緑灰色
5GY5/1緑灰色

極細粒砂混 じるシル ト
シル ト質極細粒砂 互層 (薄層 葉層 )

シ,レ トに炭化物

10Y4/1灰 色
25CY5/1オ リーブ灰色
5GY5/1オ リーブ灰色

極細粒砂混 じるシル ト
極細粒砂
極粗粒砂～粗粒砂 細粒の中礫～細礫混 じる極粗粒砂～粗粒砂

互層 (薄層 葉層 )

互層 (レ ンズ状の薄層 )

河 4 25GY35/1暗 オリーブ灰色 細粒の中礫～極細粒砂混 じる粘土質シル ト

周 5 75Y3/1オ リーブ黒色
5GY5/1オ リーブ灰色

極細粒砂混 じるシル ト

極細粒砂 薄層 葉層を挟む
主に下部に木本の植物遺体

基盤層 基 1 5GY4/1暗 オリーブ灰色 極細粒砂混 じるシル ト質粘土

基 ? 25GY4/ユ 暗オリーブ灰色 極細粒砂混 じるシル ト質粘土

基 3 10GY5/1緑灰色 極lB粒砂混 じる粘土質シル ト

基 4 10Y55/1灰色 10Y4/1灰 色 極粗粒砂～粗粒砂
極細粒砂 互層 (薄層 )

酸化鉄分染む部分では25Y5/4黄 花
色

砂 脈 砂 脈 10YR6/6明 黄褐色 細礫～極細粒砂
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図 5 清01出土遺物実測図

表 4 溝01出土遺物

落込み01(図 4。 図 6・ 図 7、 表 3・ 表六、図版二～図版八)

位置 。重複関係 調査区北東隅を除く調査区全域で検出された。溝01に切られる。基盤層は、

調査区北東隅でのみ確認された(図 4-基 1～基 4)。 落込み01埋上の下位に、河川堆積物が確認

された(同 一河 1～河 4)。 落込み01埋土は河川堆積物と基盤層を、河川堆積物は基盤層を切つて

堆積しており、基盤層の堆積後に河川が形成され、河川の埋没後に落込み01が掘削されたことが

わかる。

規模・形状 調査区北東隅を除き調査区外にあるため、全体の規模・形状は不明である。幅8.0

m以上、検出面からの深さ1.2mで ある。南東―北西方向に伸びる溝状の落込みと推定される。

調査区北東隅で検出された落込みの肩は2段になっており、下段部分には農工具 (鋤 )イこより掘削

されたと見られる痕が残っていた。

埋土 落込み01・ 溝01に 直交する形で設定した埋土観察用の畦部分で確認された埋土は、大 き

く4層 に分けられ、上位から①砂礫が混じる粘質土層 (図 4-落 1)、 ②有機質に富む粘質上に砂

礫を層状に含む層 (同 一落 2・ 落 3)、 ③砂礫～粘質上のブロックを主体とする層 (同 一落 4～落

6)、 ④砂礫が混じる粘質土層 (同 一落7)である。調査区北部では①と③の間に炭化物を含む粘

質上の堆積が確認された。堆積状況から、①・②は人為的に埋められたもので、②は③の堆積後

に形成された溝状の遺構に流水により堆積 したものと考えられる。埋上の詳細については、表 3

に示した。調査区北東部で、河川堆積物と落込み01の埋土を切る砂脈が確認された。

出土遺物 埋土からの出土遺物は、① o②・③、および調査区北西部で①と③の間に堆積する

粘質土から、弥生土器・古式土師器が出土している。①から出土した古式土師器は、完形のもの

や残存率の高いものが多いが、調査区東部の土器群から出土した土器は、破片を主体とする。土

器群の上器は、V様式系・庄内式・布留式が混じつており、二次的な集積であると推測される。

出土遺物の中には、埋上の異なる層位から出上した破片で接合関係を持つものが数点含まれ、落

込み01が数次に亘る掘削がなされたことが窺える。出土遺物のうち、① (図 4-落 1)か ら出土 し

物

号

遺

番
出土遺構

層位

類
種

種
器

残存度
(残存部分)

計測値 (cm) 調整 。文様等 色調 備考

1
０１
層

溝

下
須恵器
高杯

不底部～脚部 を

余く1/4
口径 (158) 回転ナデ ЮY5 νl灰色

2
清 01

中層
須恵器

箋

回縁部～肩部の
1/3

日径 (男 4) 回縁部～顕部 :横 ナデ、体部 :ナデ (外面にタタキ ロ残 る)

10Y7/1灰 自色

(断面 :75YR8/4浅 黄橙色 )

3 浦01

中層
土師器

甑
底部の1/8 虞径 (154) 朴面 :縦方向のハケ調整、体部内面 :ナ デ、端部 :ヘ ラケズ リ

10YR8/3浅黄橙色
(外 :一部25YR65わ 橙色 )

4
０１
層

溝

中
土師器

甑 ?
把 手 ナ デ

10YW/25に ぶい黄橙色
(外 :一部25YR65/6橙色 )

下部は磨耗 (使用時のも
のか)

０１

層

漏

下
土師器

(器台脚部か ?) 外面 :縦方向のヘラミガキ、内面 :ナ デ 三角形の三方透孔 5Y7/3浅 黄色
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泣 謗

―/

6～16:落込み01埋土 (落 1)
17～23:落込み01埋上 (落 1)上器群

          20cm(1:4)O

落込み01出土遺物実測図①
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24

〔落 2〕

〔落 1と落4の間の粘質土〕

図7 落込み01出土遺物実測図②

32

〔落 3〕

40

〔落 5〕

0            (114)          20cm
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表 5 落込み01出土遺物

遺物
番号

出土遺構

層位

種類

器種

残存度

(残存部分 )

計測値 (cm) 調整・文様等 色調 備 考

０１
部

み
上

込

１

落

落
古式上師器

壺

回縁部のν4
を欠く

口径 (158)
器高326
底径45

口縁部 :横 ナデ、体部外面上半 :斜め方向のヘラミガキ、体

部外面下半 :ナ デ (タ タキロが残る)、 内面 :板 ナデ

75YR7洛 にぶい橙色 体都外面に黒斑

7
０１
都

み
上

込

１

落
落

古式上師器
壺

日縁～肩部 口径 164 口縁部 :横 ナデ、肩部外面 :タ タキ、肩部内面 :板ナデ 外

内

:75YR6/3に ぶい褐色
:10YR6/35に ぶい黄橙色

落込み01

落 1上部
古式上師器

壺
体部下半～底
言b

外面 :右上が りのタタキ後ナデ、内面 :板 ナデ 10YR5/3にぶい黄褐色 7と 同一個体

０１
部

み
下

込

１

落

落
古式上師器

壼

回縁部の1泡

体部の一部を

欠 く

口径 (154)
器高251

口縁部 :横ナデ、肩部外面,ナデ (ハケロ残る),体部内面下半
ヘラケズリ、他 :ナデ

10YRγ 31こ ぶい黄橙色 体部外面に黒斑

０１
部

み
下

込

１

落
落

古式上師器
小型壺

日縁部の2/3
体部の一部を

欠 く

日径 (81)
器高73
底径09

日縁部 :横ナデ、体部外面 :斜方向のヘラミガキ、内面 :ナ

デ、削 り出しにより底部を作る
F5YR8/3浅黄橙色 体部外面に黒斑

落込み01

落 1

古式上師器
小型丸底壺

日縁部の2/3
体部上半の

1泡を欠 く

口径 (94)
器高76

日縁部 :ヨ コナデ、体部外面:ヘ ラケズ リ、体部内面 :ナデ ,YR65/6橙色 (外 :一部
;YR8/3淡 橙色 )

落込み01

落 1上部

古式上師器

嬰

口縁都～体苦[

上半の1カ
口径 (132) 回縁部外面 :横 ナデ、体部外面 :ハケ調整、日縁部内面 :ハ

ケ調整後端部を横ナデ、肩部内面 iヘ ラケズ リ

75Y離/3浅 責橙色 本面に煤

０１
部

み
下

込

１

落

落
古式上師器

甕

口縁部の1/2、

体部～底部の

1/3

口径 (157)
器高183

ヨ縁部 :横 ナデ、体都外面 :右上 りのタタキ後下半にハケ評
匿、体部内面 :ヘ ラケズリ後上半にハケ調整 ナデ

「5YR55″灰褐色 体部外面下半 に煤、

内面に焦げ

落込み01

落 1下部
古式上師器

高杯
杯部 裾部の
1/3を 欠く

口径 160
器高130
脚底径 120

口縁端部～体部内面 :横ナデ、日縁部外面 :横方向のヘラミ
ガキ、体部外面 :ヘラケズリ、他 :ナ デ

75YR7/4にがい橙色

０１
部

み
下

込

１

落

落
古式上師器

高杯
lE部 の1/3を

欠 く
口径164
器高130
脚底径 120

回縁端 :横 ナデ、日縁部内面 脚部外面 :横方向のヘラミガ

キ、体部外面 :ヘ ラケズ リ、他 :ナ デ
75YR74にぶい橙色

落込み01

落 1上部

古式上師器

高杯

完形 口径 154器
高 115脚底

径 105

ヨ縁部 :横 ナデ、体部外面 :ヘ ラケズ リ後ナデ、柱状部外面 :

坂ナデ、杯部内底面 :ヘ ラミガキ、他 :ナデ

内

外
5YR7/4に ぶい橙色
75YR8/3浅 黄橙色

裾部内面に黒魂

落込み01

落 1下部土器群

V様式系
甕

回縁部～肩部
の1/5

日径 (150) 日縁部 :横ナデ、肩部外面 :右上が りのタタキ、肩部内面 :

ナデ
75YR7/3に ぶい橙色

落込み01

落 1下部土器群
古式上師器

甕

口縁部～肩部
ク)1/6

日径 (154) 日縁部～肩部上端 :横ナデ、肩都外面 :ハケ調整、肩部内面
ヘラケズリ

10YR55泡 灰黄褐色

落込み01

落 1下部上器群
古式上師器

甕

日縁苦卜～肩部
の1/4

口径 (142) 口縁部 肩部外面 :横ナデ、体都 :ハケ調整、体部内面 :ヘ

ラケズリ
75YR7/3に ぶい橙色 口縁部外面に煤

藩込み01

落 1下部上器群
古式上師器

小型甕

日縁苦卜～体部
上半の1/4

回径 (127) 口縁部 :横ナデ、体部外面 :ハケ調整、体部内面 :ヘ ラケス

リ
75YR5/2灰 褐色 外面に媒

落込み01

落 1下部土器群
古式上師器

養
体部上半、体

部下半～底部
の1/2

体部最大径
(181)

外面 :水平方向のタタキ後体都下半を維方向のハケ調整、内
面 :ナ デ、尖 り底

外 :5YR6/6橙色

内 i5YR65/4に ぶい責橙色
製塩土器カ

落込み01

落 1下都土器群
古式上師器

高杯
裾部を欠 く 回径Ю 8 日縁部 杯部内面 :横方向のヘラミガキ蔀部 :ケ ズリ 5YR65/6橙 色

落込み01

落 1下都土器群

古式土師器

高杯

裾部の1/4 購
⑩

脚
⑫

外面 :ハケ調整後ナデ、端部内面 :横 ナデ、内面 :ハ ケ調整、

円形 (1 2cn)の 透孔 1個残存

ЮYR7泡 5にぶい責橙色

落込み01

落 2
古式上師器

薯
口縁部～体部
上半の1洛

口径 (170) 体部上半下端 :ハケ調整、他 :表面磨耗のため調整不明 外
内

75YR55/4に ぶい褐色
10YR4/1褐炭色

25
落込み01

落 3
弥生土器

長頸壼

回縁部の1/2、

要部、肩部の

1/2

口径 (90) 口縁部 :積 ナデ、外面 :縦方向のヘラミガキ、内面 :ナ デ 10YR6/3に ぶい黄橙色 (外
一部5YR6/4に ぶい橙色 )

休部外面に黒斑

26
藩込み01

落 3
弥生土器

広回壺

日縁部の1/4

肩部～体部上

端の1洛

口径 (132) 回縁部 :横 ナデ、顕部～体部外面 i縦方向のヘラミガキ、頸
部～体部内面 :ナデ

10YR5 5/2灰黄褐色 体部外面に黒斑

27
落込み01

落 3 幹雌
回縁部の一

部、体部上半
の1/2

コ径 (142) 体部外面 :縦方向のヘラミガキ、体部内面 :ナデ後部分的に

横方向のヘラミガキ、他 :表面磨耗のため不明
外 :75YR7/35に ぶい橙色

(一部25YR6/6橙 色 )

内 :25YR6/6橙 色

28
落込み01

落 3
弥生土器壺 体部下半～底

部
氏径50 外面 1右上が りのタタキ後ナデ、内面 :ナデ 外

内
75YRγ 2灰褐色
10YR6/1褐灰色

底部外面に黒斑

落込み01

落 3
弥生土器

甕

口縁部～肩部 回径 (156) 口縁部 :ヨ コナデ、肩部外面 :右上が りのタタキ、肩部内面 :

ナデ

外
内

10YV/2に ぶい黄橙色
75YR8/3浅 黄橙色

肩部外面に媒

落込み01

落3
弥生土器
小型鉢

部

一

大

の

の
部
く

部

体
欠

縁

と
を

回
分
部

ヨ径 (102)
器高47
ミ径38

10YV/3に ぶい黄橙色

落込み01

落 3
弥生土器

鉢

日縁部～体部
の一部、底部

ヨ径 (164)
器高110
蔓径32

口縁部 :横ナデ、外面 :ハケ調整後斜め方向のヘラミガキ、
内面 :縦方向のヘラミガキ

75YR7れにぶい橙色 (一部
2YR6/6橙色 )

落込み01

落 3
弥生土器

鉢
口縁部～体部
上半の1/3

ヨ径 (292) 口縁部 :横ナデ、体部外面 :縦方向のヘラミガキ、体部内面
上端 :横方向のヘラミガキ、内面にハケ ロ残る

10YR5カ灰黄掲色 吉備系か

落込み0,

落 3
百 式 上 帥 喬

養
口縁部～肩音「

の3/4
ヨ径148 口縁部外面 :横ナデ、日縁部内面 :横方向のハケ調整、肩部

外面 :右上が りのタタキ、肩部内面 iヘ ラケズ リ

10YR6/2灰 黄褐色

落込み01

落 3
古式上 師器

襲
口縁部～肩部
の1/5

ヨ径 (162) 日縁部～肩部上端 :ヨ コナデ、肩部外面 :ハケ調整、肩部内
面 :ヘ ラケズリ

10YR6/2灰 黄掲色 18と 同一団体

落込み01

落 3
百本主 印希

高杯

杯部、口縁部
体部の1/3を

う鷺く

外面 :縦方向のハケ調整、内面 iハ ケ調整後 ヨコナデ 外 :75YR6/1褐 灰色

内 :10YR65/31こ ぶい黄橙色

二次焼成

落込み0,

落 3
百式上 IW器

小 型 器 台

杯部、日縁計
の3/4を 欠 く

ヨ径 (106) 外面 :横方向のヘラミガキ、内面 :放舅■伏のヘラミガキ 外
内

10YR7泡にぶい黄褐色
ЮYR7/3に ぶい黄掲色

落込み01

落 1と 落 4の 間

古式上 師器
碁

口縁部、体部
～底部の1/2

国径 146
器高234

口縁部 :横 ナデ、体部上半外面 :横方向のハケ調整、体都下

半外面 :斜め方向のハケ調整、内面 :ヘ ラケズ リ

10YR7泡にぶい黄橙色 外面に黒斑

落込み01

落 1と 落 4の 間
百 式 上 帥 器

高杯
杯部の3泡 ヨ径152 内外面 :横ナデ 5YR8れ 淡橙色 (外 :一部

25YR7/6栓 色 )

落込み01

落 4上部

ミニチュア土器
鉢

完形 曰径 80
器高 38
虐俸 30

口縁部 :横 ナデ、他 :―ナデ、外面にハケ ロ残 る 10YR55/2灰 黄褐色 体部外面に黒斑

40
落込み01

落 5
弥生土器

広口壺

口縁都～体封
下半のソ3

ヨ径 (160) 口縁部 :横 ナデ、頸部～体部外面 :維方向のヘラミガキ、日

縁部内面 :横方向のヘラミガキ、体部内面 :横方向のハケ調
落

75YR7/3に ぶい橙色
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た古式上師器のうち、① (図 4-落 1)か ら出土した古式上師器10点 (6～ 16)、 ①の下部に帰属す

る土器群から出土した古式土師器 7点 (17～23)、 ②の上部 (同 一落 2)か ら出土した古式上師器 1

点 (24)、 ②の下部 (同 一落 3)か ら出土した弥生土器 8点 (25～32)・ 古式上師器 4点 (33～ 36)、 ①

と③の間に堆積する粘質土から出上した古式土師器 2点 (37・ 38)、 ③の上部 (同 一落 4)か ら出土

したミニチュア土器 1点 (39)、 ③の下部 (同 一落 5)か ら出土した弥生土器 1点 (40)を 図化した。

②の下部 (同 一落 3)か ら出上した土器は、古墳時代前期後半までのものであるが、大半は弥生土

器である。なぜ、古墳時代前期後半までの上器を含みながらも弥生土器が大半を占めるのかは不

明であるが、二次的な埋積であることは間違いない。

時期 出土遺物から、古墳時代前期後半に埋没河川を溝状に掘削することにより形成され、古

墳時代前期後半の間に数次に亘る掘削、流水 。人為による埋没がなされたと考えられる。

・遺構に伴わない出土遺物

遺構に伴わない出土遺物は、主に7層・8層から出土している。落込み01の基盤層 (図 3-15
層、図4-基 1～基 4)と 落込み01埋上の下位層である河川堆積物 (図 4-河 1～河 4)からは、

人工遺物は出上していない。 6層 より上位の地層での人工遺物の出土は確認されなかった。以下

に、 7層 。8層の出土遺物について記す。

7層出土遺物 (図 7、 表 6、 図版八)

7層からは、弥生土器 (中期以降)。 古式土師器 。上師器・須恵器が出上している。このうち古

式土師器 1点 (42)・ 土師器 1点 (41)を図化した。41は、ての字口縁を持つ土師器皿で、時期を比

Γ緯錢8

表6 遺構に伴わない出土遺物

41・ 42:7層  43～ 48:

O           (1:4)

46

8層

図8 遺構に伴わない出土遺物実測図

~/41

遺物
番号

出土遺構
層位

種類
器種

残存度
(残存部分)

計測値 (cm) 調整・文様等 色 調 備考

7層 土師器皿 1/5 口径 (100)
器高12

口縁部外面 1横ナデ、他 :表面磨耗のため不明 10YR3/1灰 白色 ての字口縁

7層 古式土師器
壷

口縁部～体剖
上端の1/3

口径 (140) 日縁部 !横ナデ、体著防卜面 :ナデ、体部内面 :ヘ ラケズリ 5YR8/35淡 橙色

8層 古式土師器

小型甕

ヨ縁部～肩剖
つ1/3

口径 (96) 日縁部外面 肩部内面上端 :横 ナデ、日縁部外面 :ハケ調整
後ナえ肩部外面 :ハケ調整、肩部内面下端 :ヘ ラケズリ

外 :5YR65//4に ぶい橙色
内 :5YR6/6燈 色

8層 古式土師器

甕

ヨ縁部～肩剖
つ1/5

日径 (152) 日縁部～肩部上端 :横ナデ、肩部外面 :ハケ調整、肩部内面 :

ヘラケズリ
ЮYR6んにぶい黄髄

8層
古式上師器

高杯
杯部、口縁郡

体部の1/5を

欠 く

日径 (178) 外面 :縦方向のハケ調整、他 :表面磨耗のため調整不明 外 :5Y暫 /4に ぶい橙色
内 :5YR7/6橙色

46 8層 古式上師器
高杯

即部 脚底径86 外面 :ナデ (柱状部上端に縦方向のハケロ残る)、 )内面 :ナ

デ、柱状部下端に円形 (径 8nm)の三方透孔
5 YR65ん 橙色

47 8層 土師器
杯

ヨ縁部の1/2、

本部の一部
回径 (146) 日縁部 :横ナデ、体部外面 :ナ デ、内面 :横ナデ後放射状嗜

文
75YR8れ浅黄rER色 内外面に煤

8層 嚇醐
基底都の1/9 外面 :縦方向のハケ調整後横方向のハケ調整、内面 :ナデ 外 :5YR6/4に ぶい橙色

内 :75YR6/1
箸窯焼成
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定できるものの中では最も新しいものである。7層 は、出土遺物から、平安時代中期 (10世紀後半)

以降の堆積層と考えられる。

8層出土遺物 (図 7、 表 6、 図版九)

8層からは、弥生土器 (後期)・ 古式上師器・土師器・須恵器・埴輪が出土している。このうち

古式上師器 4点 (43～46)。 土師器 1点 (47)。 埴輪 1点 (48)を 図化した。 8層出土遺物のうち、最

も新しいものは47である。 8層 は、出土遺物から、飛J島時代後期(7世紀後半)以降の堆積層と考

えられる。

3.ま とめ

今回の調査では、古墳時代前期後半の溝状の落込み 1箇所 (落込み01)と 古墳時代中期前半の溝

1条 (溝01)を 検出した。落込み01は一つの遺構として扱ったが、埋土断面の観察から、数次に亘

る溝の開削が行われたことがわかる。溝01を 含めて、古墳時代前期後半から中期前半にかけて、

継続的に南東―北西方向に溝が開削されたことが窺える。

南東約150mの本郷遺跡の調査 (図 1・ 表 1-29)で、古墳時代前期から中期にかけての大溝が

4条検出されている (北野 1993)。 これらの大溝のうち、直線的に伸びる2条は南東―北西方向

に伸びており、今回の調査で検出された落込み01・ 溝01の方向と一致する。落込み01・ 溝01が、

本郷遺跡で検出された大溝と同一の溝であるかどうかは断定できないが、関連性があるものと考

えられる。本郷遺跡では、大溝の稼動していた時期の竪穴住居が検出されており、「集落を囲む

環濠の可能性」が指摘されている(北野 1993)。

今回の調査区では、落込み01・ 溝01の埋土から、土器を主客とする遺物が多 く出上しており、

落込み01の埋土上層からは、完形に近いものや残存率の高い土器が出土している。このことから

今回の調査区も集落の縁辺に当たると考えられ、落込み01・ 溝01は集落の縁辺に廻らされた溝で

あったと推定される。

参考文献
・北野 重 1993『本郷遺跡 1991・ 1992年度J猫原市文化財概報 1992-Ⅲ
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調査地全景 (南西から)

南壁沿い地層上部 (北から)
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南壁沿い地層下部 (北東から)
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溝01(北東から)

溝01埋土 (北から)
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落込み01(北東から)



図
版
三

４
丁
・一一ミ一４

右上 :落込み01北部埋土

(南西から)

右中 :落込み01南部埋土

(】ヒから)

1了 方左下 :落込み01[落 1]内

遺物出上状況

(調査区中央部、上が北東)

右下 :落込み01[落 1]内

遺物出土状況

(調査区北部、南東から)
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溝01(1～ 5)、 落込み01(落 1:6～ 11)出 土遺物
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落込み01(落 1:12～ 16、 落 1土器群:17～ 20)出土遺物
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落込み01(落 刊上器群:21～ 23、 落 2124、
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V 弓削遺跡第 7次調査 (Y G E2007-7)
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落 3:25～ 28)出 上遺物
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落込み01(落 3:29～ 35)出 土遺物
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落 1と 落 3の間の粘質土 :37・ 38、 落 5:40)、
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V 弓削遺跡第 7次調査 (Y G E2007-7)

42

7層 (41・ 42)出土遺物
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落込み01(落 3:36、
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8層 (43～ 48)出土遺物

-46-



報 告 書 抄 録

ふ  り が  な ざいだんほうじん やおしぶんかざいちょうさけんきゅうかいほうこく112

圭 名 財団法人 八尾市文化勁調査研究会報告112

百
日 圭

日 名 I 大竹西遺跡 (第 5久調査)Ⅱ  木の本遺跡 (第 14久調査)Ⅱ  木の本遺跡 (第 15次調査 )

Ⅳ 山賀遺跡 (第 13久調査)V 弓削遺跡 (第 7次調査 )

巻 次

シ リ ー ズ 名 財団法人 八尾市文化財調査研究会報告

シ リ ー ズ 番 号
つ
々

編 著 者 名 I・ Ⅱ成海佳子 Ⅲ・V 荒川和哉 Ⅳ西村公助 荒川

編 集 機 関 財団法人 八尾市文化財調査研究会

所 在 地 〒581-0821  大阪府八尾市幸町四丁目58-2 TEL・ FAX 072-994-4700
/nt行 年 月 日 西暦2008年 3月 31日

所収遺跡 所在地
コー ド

】ヒ糸車 東経 調査期間
調査面積

(∬ )

調査

原因市町村 遺跡番号

大竹西遺跡
(第 5久調査 )
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木の本遺跡

(第 15次調査 )
大阪府八尾市南木の本九丁目地内 27212

34度

36す)

06元少

135】霊

35う併

35んチ

20070219
～0221

黎t495 公共下水道

山賀遺跡

(第 13次調査 )
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内
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々
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弓削遺跡

(第 7次調査 )
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27212
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

大竹西遺跡
(第 5次調査 )

集落

縄文時代晩期
弥生時代中期～後期

平安～鎌倉時代

地層
河川堆積
耕作土

木の本遺跡
(第 14次調査 )

集落
平安時代末～中世

近世
河川堆積

木の本遺跡
(第 15次調査 )

集落 平安時代 耕作土

山賀遺跡
(第 13次調査 )

集落
弥生時代中期以降
古墳時代後期以降

河川堆積
耕作土

須恵器

弓削遺跡
(第 7次調査 )

集落
古墳時代前期後半
古墳時代中期前半

落込み
溝

古式土師器
土師器 須恵器

要   約

大竹西遺跡第 5次調査では、縄文時代晩期に相当する黒灰色粘土質シルト層を確認した。この層は、
周囲の調査でも確認しており、広範囲にわたって堆積 している結果を得た。また、弥生時代中期から後
期の河川堆積と平安～鎌倉時代の耕作土も確認した。木の本遺跡第14次調査では、平安時代末～中世と
近世の河川堆積を確認した。堆積の状況から当調査地は、河川～湿地の状態を繰り返していたことが判
明した。木の本遺跡第15次調査では、平安時代の耕作土を確認した。この地層は、周囲の調査でも確認
しており、一帯に水田あるいは畑に伴う耕作土が広がつていたと推測できる。山賀遺跡13次調査では弥
生時代中期以降の河川堆積と古墳時代後期以降の耕作土を確認した。弓削遺跡第 7次では古墳時代前期
から中期にかけての落込みと溝を確認した。これらの遺構は周囲の調査結果から、集落の縁辺に廻らさ
れた遺構であったと推測される。
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